
【Ｂ】 １３．新規雇用運転者の事故歴の把握

１．事業者は、運転者として新たに雇い入れた者について、運転記録証明書や
無事故・無違反証明書により過去の事故歴を把握し、事故惹起運転者に
該当するか否かを確認しなければなりません。（口頭確認は×）

２．確認の結果、事故惹起運転者（※）に該当した場合で、「特別な指導」や「適性
診断」を受けていない場合、 「特別な指導」や「適性診断」を実施しなければな
りません。

※事故惹起運転者
①死者又は重傷者（自動車損害賠償保障法施行令：第５条第２号又は第３号に掲げる傷害を

受けた者をいう）を生じた交通事故を引き起こした運転者
②軽傷者（同条第４号に掲げる傷害を受けた者をいう）を生じた交通事故を引き起こし、かつ、

当該事故前の３年間に交通事故を引き起こしたことがある運転者

【チェックポイント】
・採用時に運転記録証明書等で確認していますか？ ❑
・免許証での確認のみになっていませんか？ ❑

項目判定
❑ 適 ❑ 否

❑ 該当しない
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